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4 直接目的語代名詞、間接目的語代名詞 

代名詞は言葉の通り、名詞の代わりに使うものです。前の文章に使った名詞
をもう一度使うと、文章が重くなります。その時は直接目的語代名詞と間接目
的語代名詞を使うと良いです。 

4-1 直接目的語代名詞 
直接目的語代名詞は前の文章にあった直接目的語の代わりに使う代名詞で

す。具体的にどんな直接目的語代名詞があるかを見てみましょう。 

直接目的語代名詞 

Mi（私を） 

Ti（あなたを） 

Lo / La（彼・彼女・単数のものを） 

Ci（私たちを） 

Vi（あなたたちを） 

Li/Le（彼ら・彼女ら・複数のものを） 

四つの例を確認しましょう 

例▶ 私はコンサートのチケットを買います：Io compro il biglietto del concerto. 

私はそれを買います：Io Lo compro. 

解説▶ Il biglietto del concerto（コンサートのチケット）の話をすでにしている場合、直接
目的語代名詞（それを）を使うべきです。Il biglietto del concerto は単数形の男性名
詞なので、使う代名詞は Lo になります。 

例▶ 私たちを遊園地に連れて行ってくれますか？：Ci portate al Luna Park? 

例▶ あなたを愛しています：Ti amo. 

例▶ 毎日電車の中で彼らに（を）会います：Li incontriamo tutti i giorni in treno. 

解説▶ Capitolo 1 で勉強したように Incontrare（人に会う）のイタリア語のニュアンスは
日本語と異なります。イタリア人は「人を会う」と考えるので、動詞の後に来る
ものは目的語です。「彼らを会う」ので Li が正しい直接目的語代名詞になります。 
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4-2 数量の代名詞 Ne 
目的語の代わりに直接目的語代名詞の Lo、La、Li、Le を使うと勉強しました

が、数・量、またはそれを表す形容詞がある場合は、Lo、La、Li、Le の代わり
に Ne という代名詞を使わなければなりません。 

使い方は「Ne + 動詞 + 数・量、それを表す形容詞」になります。 

四つの例を確認しましょう 

例▶ 私はピッツァを食べます：Io mangio la pizza. 

私はそれを食べます：Io La mangio. 

私はそれを１枚食べます：Io Ne mangio una. 

例▶ 音楽を聴きます：Io ascolto la musica. 

それを聴きます：Io La ascolto. 

それを多く聴きます：Io Ne ascolto tante. 

例▶ コーヒーにどれくらい砂糖を入れますか？： 

Quanto zucchero metti nel caffé? 

小さじ２杯入れます：Ne metto 2 cucchiaini. 

例▶ 毎日何本のタバコを吸いますか？：Quante sigarette fumi al giorno? 

たくさん吸います：Ne fumo tante. 

例▶ 私は全てのパンを買い占める：Io compro tutto il pane. 

私はそれを全て買い占める：Io Lo compro tutto. 

解説▶ なお、Tutto は「全て」という意味のため、名詞の量ではなくそのもの全部を指し
ています。その場合、Ne は使わず Lo、La、Li、Le を使うので注意しましょう。 
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4-3 間接目的語代名詞 
間接目的語代名詞は「人に」を省略したいときに使うものです。A（〜に当

てはまる前置詞）＋人という形をすでに使っていた場合、次の文章に間接目的
語代名詞を使うべきです。どんな間接目的語代名詞があるかを見てみましょ
う。 

間接目的語代名詞 

Mi（私に） 

Ti（あなたに） 

Gli/Le（彼・彼女に） 

Ci（私たちに） 

Vi（あなたたちに） 

Gli（彼ら・彼女らに） 

四つの例を確認しましょう 

例▶ 私のお母さんに電話します：Io telefono a mia mamma. 

私は彼女に電話します：Io Le telefono. 

例▶ 講座の生徒に本を読みます：Leggo il libro agli studenti del corso. 

彼らに本を読みます：Gli leggo il libro 

例▶ 私に新しい携帯を買ってくれますか？：Mi compri un cellulare nuovo? 

例▶ あなたに大事なことを伝えます：Ti comunico una cosa importante. 
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4-4 直接目的語と間接目的語を合わせた形 
間接目的語代名詞と直接目的語代名詞をセットにすることができます。しか

し、その場合は、間接目的語代名詞が変化しますので注意しなければなりませ
ん。また、間接目的語代名詞とセットで使える直接目的語代名詞は Lo、La、Li、
Le に限ります。 

間接目的語代名詞 直接目的語代名詞 セット 

Mi（私に） Lo,La,Li,Le Me lo / Me la / Me li / Me le 

Ti（あなたに） Te lo / Te la / Te li / Te le 

Gli/Le（彼・彼女に） Glielo / Gliela / Glieli / Gliele 

Ci（私たちに） Ce lo / Ce la / Ce li / Ce le 

Vi（あなたたちに） Ve lo / Ve la / Ve li / Ve le 

Gli（彼ら・彼女らに） Glielo / Gliela / Glieli / Gliele 

上記の通り、Gli（単数と複数）と Le の間接目的語代名詞は、直接目的語と
セットで使うと、つながった不規則な形になります。 

四つの例を確認しましょう 

例▶ 私は女性に飲み物を持って行きます：Io porto la bevanda alla ragazza. 

私は彼女にそれを持って行きます：Io gliela porto. 

例▶ 明日私はあなたたちにアイスをおごります：Domani vi offro un gelato. 

明日私はあなたたちにそれをおごります：Domani ve lo offro. 

例▶ 私たちに車を貸してくれますか？：Ci presti la macchina? 

私たちにそれを貸してくれますか？：Ce la presti? 

例▶ 明日彼らに手紙を送ります：Domani gli spedisco le lettere. 

明日彼らにそれらを送ります：Domani gliele spedisco. 
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4-5 場所を表す代名詞の ci 
場所の代わりにも代名詞が使えます。その代名詞は Ci（そこに、そこで）で

す。男性名詞、女性名詞、単数形、複数形に影響を受けず、前の文章で場所が
明確である場合、その後の文章に Ci を使うと良いです。 

場所を表す代名詞の Ci も、直接目的語代名詞とセットで使えます。その場合
下記のようになります。 

場所を表す代名詞 直接目的語代名詞 セット 

Ci（そこに） Lo,La,Li,Le Ce lo / Ce la / Ce li / Ce le 

四つの例を確認しましょう 

例▶ 私はローマに行きます：Io vado a Roma. 

私はそこに行きます：Io ci vado. 

例▶ カテリーナは友達の家で暮らしています：Caterina vive a casa di un’amica. 

カテリーナはそこで暮らしています：Caterina ci vive. 

例▶ 私はスーツケースにネクタイを入れます：Io metto la cravatta nella valigia. 

私はそこにそれを入れます：Io ce la metto. 

例▶ 彼はミラノでズボンを買います：Lui compra i pantaloni a Milano. 

彼はそこでそれを買います：Lui ce li compra.  
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4-6 動詞の原形と一緒に使う時の代名詞 
動詞の原形が出てきた場合、代名詞は原形につなげることができます（現時

点で動詞の原形がそのまま出てくるパターンというのは、補助動詞を使うパタ
ーンと、動詞が前置詞の後に来るパターンです）。この場合、動詞の原形の最後
の文字を消し、代名詞（複数の代名詞も O K）を追加します。 

四つの例を確認しましょう 

例▶ 私はラジオで音楽を聴きたいです：Io voglio ascoltare la musica con la radio. 

私はラジオでそれを聴きたいです： 

Io la voglio ascoltare con la radio / Io voglio ascoltarla con la radio. 

例▶ 今日私はリゾットを食べようと考えています： 

Io oggi penso di mangiare il risotto. 

今日私はそれを食べようと考えています：Io penso di mangiarlo. 

例▶ セレーナはルカに DVD を返さなければなりません： 

Serena deve riportare il DVD a Luca. 

セレーナは彼にそれを返さなければなりません： 

Serena glielo deve riportare / Serena deve riportarglielo. 

例▶ 彼は私にコーヒーをおごろうと考えている： 

Lui pensa di offrire il caffé a me. 

彼は私にそれをおごろうと考えている：Lui pensa di offrirmelo. 

例文で見た通り補助動詞の変化がある場合は、代名詞は補助動詞の前に入れ
ても良いし、原形になる動詞にもつなげることができます。一方、前置詞の後
に動詞の原形がきた場合、代名詞は原形につなげるしか方法はありません。 
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▼過去問で練習しましょう▼ 

＿＿ に該当するものを選びなさい。 

① - Mi piace questo ristorante. 

   - ＿＿ vieni spesso? 

   - Beh, sì… almeno una volta al mese. 

a) Ci   b) Ne  c) Lo  d) Ti   

② Luisa ama i cioccolatini. Dice sempre che ＿＿ mangia solo uno, ma alla fine 

   ＿＿ mangia tutti lei. 

a) lo  b) la  c) li  d) ne   

a) lo  b) la  c) li  d) ne   

③ Dove hai messo il dizionario di italiano, Giovanna? Non ＿＿ riesco a trovare. 

a) mi  b) lo  c) gli  d) ci   
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▼解 答▼ 

① a                                  

- Mi piace questo ristorante. 

- Ci vieni spesso? 

- Beh, sì… almeno una volta al mese. 

訳▶ このレストランが好きです。 

訳▶ よくここに来ているの？ 

訳▶ そうですね…。月に１回。 

ここでは questo ristorante を指す代名詞を選ばなければなりません。選ぶべき名詞の後にく

る動詞は vieni（andare：行く）なので「そこに」という場所を指す代名詞を選択するべ

きです。場所を表す代名詞は ci になります。 

② d, c                               

Luisa ama i cioccolatini. Dice sempre che ne mangia solo uno, ma alla fine li mangia tutti lei. 

訳▶ ルイーザはプチチョコレートが大好きです。一つしか食べないといつも言っています

が、結局全て彼女が食べてしまいます。 

ここでは cioccolatini（プチチョコレート）を指す代名詞を選ばなければなりません。１つ

目には量（uno）が出てきますので、選ぶべき代名詞は ne になります。しかし、２つ目

はそのもの全てを表す tutti が出てくるので ne は使えません。この場合、cioccolatini は男

性名詞の複数形なので、それを指す目的語代名詞の li になります。 

③ b                                 

Dove hai messo il dizionario di italiano, Giovanna? Non lo riesco a trovare. 

訳▶ ジョバンナ、イタリア語の辞書はどこに置きましたか？それを見つけることができ

ないです。 

ここは、dizionario di italiano を指す代名詞を選ばなければなりません。dizionario は男性名

詞単数形なので正しい答えは lo になります。 
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